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表紙の写真
　紫波総合高校で２月26日、今年６月から選挙権年齢が１８歳に引き下げられることから、選挙について学ぶ授業が行われました。県選挙

管理委員会事務局の職員が講師となり、２年生186人が、選挙の仕組みや課題などについて学び、模擬投票を体験。グループワークでは、若い世代の投票
率を向上させるアイデアを出し合いました。生徒会長の鷹觜隼人君（水分）は「投票の大切さについて具体的に学ぶことができ、選挙への意識が変わりま
した。選挙を他人事と考えず、積極的に参加するとともに、同世代に投票を呼びかける活動もしていきたいです」と主権者としての意識を高めていました。
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　局地的豪雨や大地震など、大規模な自然災害が世界各地で起きている昨
今。町でも平成23年には東日本大震災、25年には大雨豪雨災害、昨年は県
内記録を更新する局地的豪雨を経験しました。今年もまた、いつ大きな災害
が発生するか分かりません。
　東日本大震災からまもなく5年が経過する今、家族や身近な方々と一緒に
もう一度災害への備えを確認してみませんか。

●
防
災
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち

は
、
ま
ず
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

▽
地
域
を
よ
く
歩
い
て
見
る
こ
と

で
す
。
自
宅
周
辺
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
で
す
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

を
も
う
一
度
よ
く
見
て
、
危
険
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
「
こ
こ
は
一
番
安
全

だ
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
地
域
の

そ
の
奥
を
見
て
、
隠
れ
た
危
険
を

知
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。そ
の
際
、

何
人
か
で
一
緒
に
見
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

▽
「
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
の
原
則
」

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
近
年
、

危
機
管
理
の
原
則
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
考
え
方
で
す
。「
疑
わ

し
い
と
き
は
行
動
せ
よ
」「
最
悪
事

〈プロフィール〉
古館地区在住。６８歳。高校卒業後、技
師として県庁に入庁。県内各地で河川
や砂防、橋梁（きょうりょう）、ダムなどの
整備や維持管理などに携わり、平成19
年に退職後は、全国防災協会災害復旧
技術専門家として、また平成25年7月
からは県総合防災室地域防災サポー
ターとして活動している。主な支援分
野は、地域での防災対策、災害復旧工
法の指導支援、災害時要支援者誘導
対応、防災マップ作成と活動指導など。

インタビュー
岩手県防災サポーター
及川和男さん

　
増
加
傾
向
に
あ
る
自
然
災
害
に
対
し
、私
た
ち
、そ
し
て
地
域
は
、ど

う
備
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。岩
手
県
地
域
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
県
内
各
地
で
防
災
課
題
と
向
き
合
っ
て
活
動
し
て
い
る
及
川
和
男
さ
ん

（
古
館
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

一昨年、佐比内地区で行われた総合防災訓練で設けられた防災グッズの展示の様子

家
族
で
も
う一度
、災
害
へ
の

備
え
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
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態
を
想
定
し
て
行
動
せ
よ
」「
空
振

り
は
許
さ
れ
る
が
見
逃
し
は
許
さ

れ
な
い
」
と
い
う
３
つ
の
考
え
方

が
基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。
危
機

管
理
に
携
わ
る
人
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
中
で
一
人
一
人
が
、
今
後

ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考

え
る
参
考
に
な
り
ま
す
。

●
住
ん
で
い
る
身
近
な
地
域
を
守

る
た
め
に
大
事
な
こ
と
は
何
で

す
か
？

▽
次
の
４
つ
の
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

1　
危
険
を
知
る
…
地
域
を
見
て

歩
い
て
ど
ん
な
危
険
が
あ
る

の
か
を
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ

と
が
大
切
。

2　
逃
げ
る
方
法
を
考
え
て
お
く

…
安
全
な
逃
げ
道
は
ど
こ
か

を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

3　
備
蓄
を
し
て
お
く
…
必
要
最

低
限
の
備
蓄
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
特
に
水
の
確
保
が

重
要
で
す
。

4　
助
け
合
い
に
備
え
る
…
一
人

で
は
逃
げ
ら
れ
な
い
人
が
い

る
と
き
、
助
け
合
う
準
備
が

大
切
。

※
助
け
合
う
と
い
う
こ
と
に
は
、

情
報
の
伝
達
も
含
ま
れ
ま
す
。
正

確
な
情
報
を
確
実
に
伝
え
る
工
夫

が
大
切
で
す
。

●
町
内
で
自
主
防
災
組
織
の
設
立

が
進
ん
で
い
ま
す
。活
動
に
つ
い

て
、ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
地
域
の
人
と
の
出
会
い
が
大
切

で
す
。
自
主
防
災
組
織
の
最
も
大

切
な
こ
と
は
、
普
段
は
交
流
の
無

い
地
域
の
人
々
が
出
会
っ
て
知
り

合
う
こ
と
で
す
。
出
会
っ
て
、
お

互
い
を
知
り
、
一
緒
に
行
動
す
る

こ
と
。
そ
れ
が
、
防
災
の
始
ま
り

で
す
。

▽
地
域
に
よ
っ
て
問
題
点
が
違
い

ま
す
。
地
形
や
土
質
、
気
候
風
土

を
知
り
、
過
去
の
情
報
や
身
近
な

情
報
を
み
ん
な
で
知
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

「絶対安心」は
あり得ません。逃げる準備
を一番に考えましょう！

▼［
早
め
の
判
断
で
避
難
す
る
］

　
警
報
や
注
意
報
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、自
分
の
身

に
危
険
を
感
じ
た
ら
、自
分
の
判
断
で
避
難
を
始
め

て
く
だ
さ
い
。特
に
、高
齢
者
や
体
が
不
自
由
な
人

は
、早
め
早
め
の
行
動
を
心
が
け
る
こ
と
が
、命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼［
気
象
情
報
や
避
難
情
報
に
注
意
］

　

町
は
、
災
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
な
ど
の
場

合
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
広
報
車
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、

農
事
有
線
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
避
難
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

早
め
の
避
難
行
動
を
と
る
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
気
象
情
報
の
種
類
〉

●
注
意
報　

●
警　
報　

　
●
特
別
警
報
・
記
録
的
短
時
間
大
雨
警
報

　

〈
災
害
情
報
を
入
手
す
る
方
法
〉

●
エ
リ
ア
メ
ー
ル　
●
テ
レ
ビ　
●
ラ
ジ
オ

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
●
農
事
有
線
放
送　

●
防
災
広
報
車
や
消
防
車

●
い
わ
て
モ
バ
イ
ル
メ
ー
ル

避
難
す
る
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と

［
避
難
時
の
心
得
］

○
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
火
元
を
消
す

○
必
要
最
低
限
の
非
常
持
ち
出
し
品
を
持
つ

○
動
き
や
す
い
服
装
で
避
難
す
る

○
安
全
な
道
を
通
っ
て
避
難
場
所
に
向
か
う

○
近
所
の
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
の
避
難
に
協
力
し
よ
う

○
で
き
る
だ
け
2
人
以
上
で
の
行
動
を
心
が
け
よ
う

○
避
難
先
を
家
族
や
親
戚
に
知
ら
せ
よ
う

豆
知
識 

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル「
１
７
１
」

　
災
害
で
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
態
に
な
っ

た
と
き
に
利
用
で
き
る
伝
言
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
安

否
の
確
認
や
緊
急
連
絡
に
便
利
で
す
。

■
防
災
に
関
す
る
問
合
せ 

総
務
課 

消
防
防
災
室

　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１　
内
線
２
３
６
０ 検索いわてモバイルメール 配信一覧

「
災
害
が

起
こ
り
そ
う
！
」

な
と
き

注
意
し
て
！

災
害
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

危
な
い
！
こ
の
ま
ま
だ
と

大
き
な
災
害
が
起
こ
り
そ
う

数
十
年
に
一
度
の
大
災
害
の
危
険
が

迫
っ
て
い
ま
す
!!

盛
岡
地
方
気
象

台
が
発
表
す
る

気
象
警
報
配
信

の
登
録
は
こ
ち
ら

➡

紫
波
町
の
防
災

情
報
配
信
の
登

録
は
こ
ち
ら（
火

災
情
報
を
含
む
）
➡

※その他土砂災害警戒情報なども登録
　により配信されます。
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わが家の防災準備チェック!!
　災害時の被害を少しでも少なくするためには、もし災害が発生したときにはどんな行動をとればよいのか、
どんなものが必要になるのかを考え、あらかじめ準備しておくことが大切です。

□ 自分の地区の避難場所が分かる（※3月下旬に新しい防災マップを配布予定）

　 →避難場所は［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ］　
□ 安全に避難できる道が分かる→あらかじめ避難するときに通る道を決めておこう！

□ 連絡方法や集合場所を家族で決めている
　 →連絡方法［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
　 →集合場所［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
□ 自宅付近の消火栓や防火水槽、水が豊富な水路が分かる→［ ］
□ 家の中の安全な場所を確認している→［ ］
□ 家具が倒れないように固定してある

□ 高いところに重いものを置いていない

□ 消火器を常備している

□ 非常持ち出し用品を準備している　※乳幼児や高齢者がいる場合など、家族構成に応じて必要なものを準備しましょう。

 □非常食（カンパン・レトルト食品・チョコレート・缶詰など）　□貴重品　□衣類　□タオル　□雨具　
 □軍手　□常備薬　□カイロ　□マスク　□ばんそうこう　□ビニール袋　□ロープ　□安全靴　
 □レジャーシート　□寝袋　□その他［　　　　　　　　　　　　　　　　］

□ 水道・電気・ガスの供給停止に備えた備蓄をしている　
 □飲料水　□懐中電灯　□携帯ラジオ　□携帯電話用充電器　□予備電池　□カセットコンロ　□紙食器
 □割り箸　□缶切り　□はさみ　□ライター　□トイレットペーパー　□洗面用具

「自力で避難することが困難」だと感じている皆さん
	 □災害時避難行動要支援者名簿に登録している
障害者の皆さん □自分の「おねがいカード」を持っている
 ※カードを希望する人は、福祉課までご相談ください

子どもたち □災害が起きたときに声をかけられる大人がいる

自宅から避難場所までの道　※かんたんな地図を書いてみんなで確認しておきましょう。

☞

必
要
な
人
は

こ
ち
ら
も
チ
ェッ
ク
！

次の項目を確認し、
自分の防災情報を書き込んで

おこう！

上の項目以外にも、
自分の生活に欠かせない
ものがあったら、自分だけの
備品リストとして書き
出しておこう！

どんな人でも、いざという
ときに声をかけられる人を
つくっておくことが大切です。
近所の人のお顔、何人思い
浮かべられるかな？

我が家のプラス備品リスト

▲本年度、県内各世帯に配られた
　「みんなの防災手帳」が便利です
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作業種別  基　　準 標準額
（税込） 税抜き額 消費税額

（8％） 摘　　要

施肥作業
マニュアスプレッター 10ａ当たり 3806円 3524円 282円

ブロード
キャスター

1  　　 回 10ａ当たり 756円 700円 56円

2  　　 回 10ａ当たり 1080円 1000円 80円

耕起作業
水　　　田

耕  　　起 10ａ当たり 4536円 4200円 336円

代  か  き 10ａ当たり 6480円 6000円 480円 植え付け可能な状態まで

畑 耕  　　起 10ａ当たり 5400円 5000円 400円

田植作業

箱　　　苗
う  る  ち 1　　　箱 685円 634円 51円 薬剤なし

モ チ 1　　　箱 691円 640円 51円 薬剤なし

田 植 機
一  　　般 10ａ当たり 6048円 5600円 448円

側 条 施 肥 10ａ当たり 7560円 7000円 560円

直　　 播 10ａ当たり 5508円 5100円 408円 湛
た ん す い

水直播

収穫作業 コンバイン
カ ッ タ ー 10ａ当たり 16200円 15000円 1200円

結 　 　 束 10ａ当たり 20520円 19000円 1520円 結束は紐付とする

乾燥調整
作　　業

補 助 乾 燥（18％未満） 30kg当たり 648円 600円 48円

生　　　籾（18％以上） 30kg当たり 918円 850円 68円

そ の 他
作 　 業

機械草刈(刈払い） 1 時 間 2160円 2000円 160円 水田畦
け い は ん

畔

防　　　除
ブームスプレーヤ、
または動力噴霧器 10ａ当たり 1080円 1000円 80円

背負動力散布 10ａ当たり 1080円 1000円 80円

畦
けい

 畔
はん

 塗 り １m当たり 33円 31円 2円

溝　切　り 10ａ当たり 2700円 2500円 200円

サブソイラー 10a当たり 3629円 3360円 269円 ５ｍ間隔

プラウ耕 10a当たり 6048円 5600円 448円 天地返し

牧草作業

刈　　　取 10ａ当たり 2160円 2000円 160円

反　　　転 10ａ当たり 540円 500円 40円 １回

集　　　草 10ａ当たり 648円 600円 48円

梱包
コンパクトベーラー 1　　　個 161円 149円 12円

ロールベーラー 1　　　個 2160円 2000円 160円

ラッピング 1　　　個 1620円 1500円 120円

作業種別 基　　準 標 準 額 超 過 額
水田作業一般 1 時 間 750円 900円

畑　作　業 1 時 間 750円 900円

果　　　樹 剪
せ ん

定
て い

1 時 間 1400円

一 般 作 業 1 時 間 750円 900円

施設園芸作業 1 時 間 750円 900円

オペレーター
コ ン バ イ ン 1 時 間 1400円

ト ラ ク タ ー 1 時 間 1300円

薬剤散布（果樹） 1 時 間 1400円

  機　械　の　部 　

  人　力　の　部　

平成28年度
紫波町農作業標準料金表
平成28年度の標準額は次のとおりです。

農業
委員会だより

【留意事項】1.適用期間は、平成28年４月１日から平成29年３月31日までです。　2.人力の部の超過額は、実働８時間を超えた場合の金額です。
3.水田に関係する作業は整備後の圃

ほ

場を基準にしています。未整備圃場の場合など、圃場条件や立地条件により、当事者間の話し合いで調整するこ
とができます。

【問合せ】農業委員会事務局　☎672-2111（内線2170）

一人一人の安全意識
の向上で事故防止

〜2016年 春の農作業
安全確認運動テーマ〜
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町
が
本
年
度
開
催
し
た「
調

べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」の
高
学

年
の
部
で
町
長
賞
を
受
賞
し
た

森
田
開は

る
き

君（
彦
部
小
５
年
）の
作

品『
ト
ビ
の
生
活
に
お
ど
ろ
い

た
！
＋プ

ラ
ス

ノ
ス
リ
』が
、（
公
財
）図
書
館
振
興
財
団
が
主
催
す
る
第
19
回「
図
書
館
を

使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」で
最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。全
国
の
小
学
校
高
学
年
児
童
か
ら
応
募
さ
れ
た
２
万
４
３
３
４
点
の
中
か
ら

見
事
な
受
賞
を
果
た
し
た
森
田
君
は
、２
月
27
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

に
出
席
。29
日
に
は
、受
け
取
っ
た
ば
か
り
の
賞
状
と
盾
を
図
書
館
に
持
参
し
て
、熊

谷
町
長
や
侘
美
教
育
長
な
ど
を
前
に
受
賞
の
喜
び
あ
ふ
れ
る
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
森
田
君
は
「
自
分
の
頑
張
り
を
他
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
疑
問
を
解
決
し
て
い
く
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る

ほ
ど
興
味
が
わ
い
て
き
て
、
研
究
を
終
え
た
と
き
は
す
ご
く
や
り
が
い
を
感
じ
ま

し
た
」
と
充
実
の
表
情
を
見
せ
「
紫
波
町
で
も
も
っ
と
多
く
の
人
が
調
べ
学
習
を
す

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
と
、
学
び
の
輪
の
広
が
り
も
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　
作
品
の
複
製
は
、
図
書
館
で
展
示
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
手
に

取
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熊谷町長に受賞を報告した森田開君（中央）と、全国コンクールで作
品が佳作に選ばれた妹の結子さん（右）（２月２９日）

学校名 学
年 氏名・団体名 内容

大会名称 部門など 賞、順位 主　催

赤石小学校 - 赤石レッドカルロス 第12回全国小学校タグラグビー
選手権大会

岩手県予選大会 １位 (財)日本ラグビーフットボール協会ほか
東北大会 １位 (財)日本ラグビーフットボール協会ほか

水分小学校 4 ４年生西グループ 平成27年度岩手県地域
安全マップコンクール 　 最優秀賞 岩手県ほか

彦部小学校 5 森田　　開
はるき 第19回 図書館を使った調べる

学習コンクール 小学校の部 文部科学
大臣賞 (公財)図書館振興財団

紫波第一
中学校

2 淀川　泰
たいせい

誠 第62回岩手県中学校
総合体育大会

水泳50ｍ自由形 １位 岩手県中学校体育連盟ほか水泳100ｍ自由形 １位

3 谷地　　宙
そら 第65回岩手県中学校スキー大会 ノルディックコンバインド １位 岩手県中学校体育連盟ほか

第52回東北中学校スキー大会 ノルディックコンバインド ３位 東北中学校体育連盟ほか

　
町
は
２
月
25
日
、
平
成
27
年
度
紫
波
町
児
童
生
徒
顕
彰

授
与
式
を
役
場
で
開
き
、
県
内
外
で
活
躍
し
た
小
中
学
生

３
人
と
団
体
２
組
の
活
躍
を
た
た
え
ま
し
た
。
今
年
で
５

年
連
続
の
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
た
赤
石
レ
ッ
ド
カ
ル

ロ
ス
の
キ
ャ
プ
テ
ン
有
馬
葵
君
（
赤
石
小
６
年
）
は
「
毎
日
、

朝
と
放
課
後
に
練
習
し
て
き
た
の
で
み
ん
な
の
息
が
合
い
、

雰
囲
気
が
良
い
状
態
で
全
国
大
会
に
も
行
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
後
輩
に
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
し
、
自
分
も
中
学
生

に
な
っ
た
ら
高
い
目
標
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
り
た
い

で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

調べる学習コンクールで森田開くん（彦部小５年）が
文部科学大臣賞を受賞

輝く個性と努力に栄誉
～平成27年度紫波町児童生徒顕彰～

侘美教育長（前列左中央）から盾とメダルを贈られた児童生徒たち

写
真
や
手
書
き
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
交
え

な
が
ら
38
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
ま
と
め
ら
れ

た
冊
子
。文
章
か
ら
は
、研
究
を
進
め
る
に

従
っ
て
深
ま
っ
て
い
く
森
田
君
の
興
味
や
感

動
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る

　森田君の研究は、小学３年生の夏
に拾った42・5㎝の羽根の落とし主を
調べるところからスタート。図書館に
通って資料を調べ、羽根の大きさや
模様などから持ち主はトビと特定し、
実際にトビの子育ての様子を観察。ト
ビが人の10倍の視力を持つというこ
とを双眼鏡を使って確認してみたり、
膨らみのある翼で風をとらえて飛行
するトビの模型を発泡スチロールで
作って飛ばしてみたりして、トビの生
態の謎に迫りました。

森田くんの研究

【平成27年度紫波町児童生徒顕彰 表彰者】  （敬称略）

おめでとう！児童生徒が栄えある受賞
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本
や
音
楽
か
ら
受
け
た
感
動
を

自
ら
の
言
葉
で
表
現

～
胡
堂・あ
ら
え
び
す
大
賞『
読
書
と
音
楽
の
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
』～

　
町
は
、本
年
度
初
め
て
「
胡
堂・あ
ら
え
び
す
大
賞
『
第

１
回
読
書
と
音
楽
の
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
』」
を
開
き
、

応
募
作
品
１
２
７
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
24
作
品
を
表

彰
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
名
誉
町
民
の
野
村

胡
堂
が
小
説
家
で
あ
る
と
と
も
に
、
音
楽
評
論
家
「
あ

ら
え
び
す
」
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
企
画
さ

れ
た
も
の
。
こ
れ
ま
で
毎
年
行
っ
て
き
た
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
に
加
え
、
音
楽
感
想
文
部
門
を
新
た
に
設
け

ま
し
た
。

　
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
で
２
月
28
日
に
行

わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
胡
堂
賞
と
教
育
長
賞
の
受
賞
者

に
侘
美
教
育
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
後
、
各
部
の

代
表
１
人
が
作
品
を
朗
読
発
表
。
本
や
音
楽
を
と
お
し

て
自
分
の
考
え
方
や
今
の
社
会
の
あ
り
方
な
ど
を
見
つ

め
、
力
強
く
前
に
進
も
う
と
す
る
姿
が
表
れ
て
い
る
素

晴
ら
し
い
感
想
文
に
、
会
場
に
集
ま
っ
た
保
護
者
や
関

係
者
な
ど
約
50
人
か
ら
は
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
町
の
音
楽
祭
で
歌
っ
た
曲
を
テ
ー
マ
に
音
楽
感

想
文
に
挑
ん
だ
遠
山
美
穂
さ
ん
（
赤
沢
小
３
年
）
は
「
こ

れ
ま
で
感
想
文
は
得
意
じ
ゃ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
賞
を
も

ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
音
楽
は
、
言
葉
で
は
な
い

け
れ
ど
表
現
で
き
る
と
こ
ろ
が
好
き
。
も
っ
と
上
手
に
歌
え
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
」
と
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
し
た
。

　
各
入
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
。
各
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
感
想
文
集
は
、
図

書
館
や
各
地
区
公
民
館
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

表彰式に参加した皆さ
ん。侘美教育長（前列中
央）は「本も音楽も自分
の人生に寄り添ってく
れるもの。今回の経験
を、今後の人生に生か
していってください」と
受賞者の皆さんにお祝
いの言葉を述べました

●読書感想文の部
《小学生低学年の部》
胡堂賞
　古館小学校１年　赤坂　春

は る な

菜
　「『いのちをいただく』をよんで」
教育長賞
　赤石小学校２年　高橋　澪

み お

　「やさしさとゆう気」
優秀賞
　日詰小学校１年　宮野　結

ゆ い

　「『１０ぴきのかえるざんざんやまへ』をよんで」
　彦部小学校２年　佐藤　亜

つ ぐ み

美
　「『ありがとう』と言われるしごと」

《小学生中学年の部》
胡堂賞
　上平沢小学校４年　齋藤　莉

り お

央
　「わたしが受け取ったメッセージ」
教育長賞
　古館小学校３年　佐藤　健

け ん た

太
　「ぜったいせんそうをしてはいけない」
優秀賞
　長岡小学校３年　稲垣　俐

り お

央
　「やさしいということ」
　赤石小学校４年　朝日田　淳

あ つ き

姫
　「セラピードッグがいのちをつなぐ」

《小学生高学年の部 》
胡堂賞　
　古館小学校５年　中村　桜

さ や か

椰花
　「願いを込めた千羽鶴」
教育長賞
　赤石小学校５年　栁平　翔

し ょ う ま

真
　「ミーガンの手話」
優秀賞
　日詰小学校６年　中館　千

ち づ る

鶴
　「マザーテレサからの愛の手紙」
　長岡小学校６年　佐々木　楓

かえで

　「まいとともに成長していく」
《中学生の部》
胡堂賞
　紫波第一中学校３年　北條　菜

な み

美
　「永遠の０を読んで」
教育長賞
　紫波第一中学校１年　運萬　千

ち ひ ろ

尋
　「本当に大切なもの」
優秀賞
　紫波第一中学校３年　中村　郁

い つ き

月
　「悲しみと向きあう事と真っすぐ進む事」
　紫波第三中学校２年　松田　涼

す ず か

花
　「幸せのカタチ」

《 高校生の部 》
胡堂賞
　紫波総合高校３年　藤原　奈

な お こ

緒子
　「願い、感謝」
教育長賞
　紫波総合高校２年　関野　叶

か な え

恵
　「生きたい」
優秀賞
　紫波総合高校１年　吉田　佳

か え

永
　「『アンネの日記』を読んで」
　紫波総合高校３年　木村　美

み ゆ

優
　「人の心理と災害」
●音楽感想文の部

《小学生中学年の部 》
あらえびす賞
　佐比内小学校４年　佐々木　愛

あ い り

理　
　「明日を信じて 自分を信じて」
教育長賞
　赤沢小学校３年　遠山　美

み ほ

穂
　「はじめてステージで歌ったよ」
優秀賞
　佐比内小学校３年　中田　輝

て る み

美
　「メッセージを伝えた音楽祭」
　佐比内小学校３年　北村　巧

た く ま

馬
　「ともだち」

【胡堂・あらえびす大賞「第１回読書と音楽の感想文コンクール」入賞者】 （賞・学校名・学年・氏名・題名）

 （敬称略）
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　核家族化や情報化など、社会環境が変化していく中で、子
どもたちがさまざまな体験をする機会が減少しています。こ
うした経験の不足が、昨今のいじめや暴力行為、凶悪犯罪の
増加などの要因の１つとして指摘されています。
　町内では、子どもを中心として、家庭、学校、地域、行政が
一緒になって、子どもたちを育む「教育振興運動」を行ってい
ます。各実践区では、それぞれに工夫を凝らした子ども会活
動や中学生社会参加活動などに取り組んでいますので、皆さ
んも参加してみませんか。そこには、地域を元気にする子ども
たちの姿と、子どもたちを見守る地域の温かな眼差しがあふ
れています。地域の人とのふれあいや今しかできない体験が、
子どもたちの心を少しずつ育てていくことでしょう。
　今回は「紫波ネット10月号No.921」に続き、各実践区から
寄せられた本年度の取り組みを紹介します。

教育振興だより
５者とその責任（５Ｒ運動）
○子ども…学習意欲を高める　　○親………家庭教育を充実させる
○教師…学校教育を充実させる　○地域…地域社会の教育環境を整える
○行政…さまざまな教育条件を整備充実させる

願い	子どもたちの学力向上、健全育成、健康安全
全県共通課題：メディアとの上手な付き合い方

48
号

みんなで取り組もう、教育振興運動

豊かな体験活動が豊かな人間性を育みます

多
い
↑
　
　
　生
活
体
験
　
　
　
　↓
少
な
い

ある←　　　　　　　　　　　道徳観・正義感（％）　　 　　　　　　　　　→ない

生活体験と道徳観・正義感の関係

56 30 12

35 37 25 3

18 35 39 7 2

6 21 50 17 6

6 12 37 25 19

1

　赤沢小学校で11月7日、花巻市教育委員会の指導主事である斎藤真先
生を講師に招き、復興教育の講演会を開きました。斎藤先生は、東日本
大震災当時、釜石市立釜石東中学校に勤務されていました。講演では、
地震後の津波から小中学生がどのように避難したか、震災後の学校生活は
どのようなもので、子どもたちはどんな気持ちで生活していたかなどをお
話しいただきました。子どもたちは、被災地の様子に思いを寄せながら、
真剣な表情で話に聞き入っていました。

被災地の子どもたちに思いを寄せて

「東日本大震災から学ぶ」と題した講演会

赤沢地区実践協議
会

　マリンバ・打楽器奏者の熊谷綾子さんと江越海さんをお招きし、演奏会
「マリンバと打楽器の夕べ」を、10月1日にＪＡ志和生活会館で開きました。
雨の中でしたが、会場には志和地区の小さなお子さんからおじいさん、お
ばあさんまで114人が来場し、お二人がダイナミックに奏でる「道化師の
ギャロップ」「ジブリメドレー」「草けいば」などの曲に聞き入りました。子ど
もたちに人気の「アナと雪の女王」の曲が演奏されたときには、参加者全
員でボディー・パーカッションに挑戦し、楽しい時間を過ごしました。

軽やかで楽しい音色に癒やされた時間

美しい音色と素晴らしい演奏テクニックに魅了される参加者たち

片寄地区実践協議
会

【平成２４年青少年の体験活動等に関する実態調査】
（独）国立青少年教育振興機構実施

回答の分析から、生活体験の多い子どもほど、道徳
観・正義感のある行動を心がけていることが分かっ
ている。
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　佐比内地区教育振興運動実践区では毎年１月末に、実践発表交流会を
開催しています。
　小学生は、各学年の代表１人が「わが家の憲法」の取り組みについて発
表します。また、地区会長の代表者は、地区子ども会の取り組みについて
発表します。中学生は、社会参加活動について発表します。保護者の代
表は、家庭での「わが家の憲法」の取り組みについて発表し、保育所では、
保育所の親子の活動について発表します。
　「憲法」や目標に対する達成感が自分自身の成長につながっていること
を感じている発表内容が多く、家庭教育についての実践発表をとおして、
活動の交流を深めています。

それぞれの活動成果を発表し交流深める

1月27日に佐比内小学校で行った実践発表交流会の様子

佐比内地区実践協議会

　本年度の教振活動実践交流会は１月２５日に、古館ふれあい
ホールで行いました。小学生・中学生の子どもたちはそれぞれ
の地区で行ってきた活動についてまとめ「これからも地域の人
との交流を大切にしたい」と発表しました。また、スクールガー
ドやスポーツ少年団指導者の皆さんは「地域の大人がそれぞれ
の立場で子どもたちの成長を支え見守りつづけたい」と、子ど
もたちへの思いを伝えました。

思いを伝え合う実践交流会

150人以上が参加する中で堂々と発表した子どもたち

古館地区実践協議会

　星山小学校の収穫祭は、小学生、小学校ＰＴＡ、中学生、地域が一緒
になって行う大きなイベントです。今年も11月26日に同校体育館で開
催し、高学年の子どもたちが育てたもち米「ヒメノモチ」を使用して、
餅つき体験をしたり、学校や地域で育てられた野菜が入った豚汁を作っ
たりしました。
　会食会では、お餅に絶品のあんこやきなこを付け、漬け物などの差し
入れと一緒においしくいただきました。また、星山神楽保存会による神
楽も披露され、大いに盛り上がりました。

地域が１つになって収穫祭

地域の皆さんとともに餅つきをする子どもたち

星山地区実践協議会

　日詰地区実践協議会は７月２８日、いわて国体を応援する「国
体サポート事業」を開催しました。約50人の中学生が参加し、
8月のリハーサル大会で地区内に宿泊する選手の皆さんへ応援
メッセージカードを製作しました。カードの下絵も 中学生のデ
ザインによるもので、一人一人が丁寧に色を塗
り、メッセージを書きました。暑い日でしたが、
参加者は「紫波町に来た選手の皆さんに喜ん
でもらいたい」と心を込めて作りました。作品
は、国体推進課を通じて選手の方々へと届け
られました。

みんなで国体をサポート

気持ちを込めてメッセージカードを作る子どもたち

日詰地区実践協議会
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子どもたちの命を守り、いじめを許さない社会をつくる宣言を採択

「いわて教育の日」10周年記念集会開催
　県は平成１７年に、11月１日を「いわて教育の日」とする条例を制定し、１１月１日から７日までを「いわて教育週間」と
しています。これに合わせ、町でもこの期間を中心に教
育関連行事を実施しています。
　この「いわて教育の日」が今年で10周年を迎えるに当
たり、11月２６日に記念式典が県民会館で開催されまし
た。記念集会では、いじめを苦に中学生が自殺したとみら
れる問題が県内で２年続けて発生したことを踏まえ、「子
どもたちの命を守り、いじめを許さない社会をつくる宣
言」が満場の拍手で採択されました。

「子どもたちの命を守り、いじめを許さない社会をつくる宣言」
平成２７年１１月２６日「いわて教育の日」の集いにて採択

　子どもたちの命は、かけがえのないものです。子どもたちの命が、いじめによって傷つけられることは、重大な人権侵
害であり、決して許されないことです。子どもたちには、いじめのない安全で安心な学校や、家庭、地域社会のなかで、学
び、遊び、友だちと過ごす大切な時間が保障されなければなりません。
　しかし、いじめは、すべての学校、すべての子どもたちに起こる可能性があります。岩手の宝である子どもたちが、い
じめにより、人を傷つけたり、人に傷つけられたりすることで、夢や希望を失い、自ら命を傷つけるようなことは、決して
あってはなりません。
　この岩手のすべての人々が、いじめを自分たちの問題としてとらえることが必要です。岩手の子どもたちの心の中に、
自他の命を尊重する優しさを育てるため、今こそ、子どもたちと大人たちが力を合わせる時です。
　子どもたちの命を守り、いじめを許さない社会をつくるために、「いわて教育の日」制定10周年にあたり、私たちは宣
言します。
 ○ 自他の命の大切さを伝え続け、かけがえのない命を守ります。

○ 一人一人の良さを互いに認め、他者を思いやる心を育みます。
○ 辛く苦しんでいる人に声をかけ、思いを深く受け止めます。
○ 嫌がることをしてはいけないときっぱり言う強い心を持ちます。
○ いじめられた子どもの心とからだを、みんなの力で守りぬきます。
○ いじめをした子どもには、二度と同じ過ちを繰り返させません。
○ 子どもは正しい行動をする勇気をもち、大人は規範となる行動をします。

かけがえのない命を守るために、みんなで心に抱き続けましょう。

子育てや教育のことで困ったときには、1人で悩まず、下記の相談機関に電話やメールをしてみてください。秘密は守られます。
○県教育委員会の相談窓口
　・ふれあい電話	 学校生活に関する教育相談	 ☎0198-27-2331	 月～金　午前９時～午後５時
　・コスモスダイヤル	 発達障害に関する教育相談	 ☎0198-27-2473	 月～金　午前９時～午後５時
　・24時間いじめ相談電話	 ☎019-623-7830	 *fureai@pref.iwate.jp	 年中24時間受付
　・すこやかダイヤル	 子育てに関する相談全般	 ☎0198-27-2134	 月～金　午前10時～午後５時
　・すこやかメール相談	 子育てに関する相談全般	 *kosodatem@pref.iwate.jp
　・マナビィコール	 生涯学習に関する相談	 ☎0198-27-4563	 月～金　午前９時～午後５時
○町教育委員会の相談窓口
　・ふれあい電話	 学校生活に関する教育相談	 ☎019-676-6660	 月～金　午前９時～午後５時
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◆子ども教室
　①活動内容　子どもたちのものづくり体験のお手伝い
　②活動日　　土曜日（隔週）など　午後１時～４時
◆紫波っ子サイエンス教室
　①活動内容　子どもの実験・工作活動の見守り　
　②活動日　　年6回程度　午前９時～正午
◆問合せ　　　生涯学習課		☎６７２-2111		内線3123

　町は、県の委託事業として「子ども教室」を開催しています。この
教室は、学校や公民館などに安全で安心して活動できる居場所を設
け、地域のボランティアの協力を得て、子どもたちが勉強やさまざま
な体験を行うものです。運営には、町教育委員会とNPO法人ゆう・
もあ・ねっとが携わっています。各教室の活動の一部を紹介します。

日詰子ども教室
　平成27年度の日詰子ども教室では、映画会（終わった後は勉
強会）を月2回、月１回の土曜日には「世界のお菓子を作ろう！（イ
ギリス・オーストリアなど）」・「木で作ろう！（本立て・鉢台とルー
ムプレートなど）」・「ECOを楽しもう！（紙すき・瓶キャンドルな
ど）」をそれぞれ３回ずつ行いました。
　また、５月から９月までは、希望した親子が５カ月間継続して、子
ども教室の畑「なでしこ農園」でサツマイモと枝豆を育て、収穫後
にはスイートポテトとずんだ餅を作って食べました。

「子ども教室」「紫波っ子サイエンス教室」のボランティア募集
　　　子どもが好き、そして少し時間
のある人は、ボランティアをしてみま
せんか。町は「子ども教室」や「紫波っ
子サイエンス教室」で、子どもと一緒
に活動していただける人を募集して
います。資格は必要ありません。興味
がある人はご連絡ください。

子ども教室
を紹介します

古館子ども教室
　古館子ども教室では「フェルトでちくちく」や「郷土料理づくり」「え
いごで遊ぼ！」「お正月飾りづくり」を実施しました。講師は子どもた
ちを思う地域の方々です。
　また、日詰・古館子ども教室合同として「子ども大槌ウォーク」「子
ども夏まつり・冬まつり」「新年のお茶会」「東日本大震災追悼夢灯

あか

り」にも取り組み、たくさんの子どもたちが参加してくれました。
　「子ども大槌ウォーク」では、被災地の方々に一日も早く普通の生
活が戻ることを願い、親子で一緒に出かけました。「あの３月１１日
当日、夕方に家族みんなに会えたことに感謝だなあと思った。今、
自分に何ができるかなあ」と感想を書いてくれた子もいました。

赤石こどもクラブ
　赤石こどもクラブの「まめっこ農園」では、赤石小学校
近くの畑をお借りし、地域の人に栽培のお手伝いをして
いただきなから、収穫体験まで行っています。本年度は、
栽培した大豆でみそを造り、公民館まつりで地域の皆さ
んに販売する体験もしました。他にも、地域の方々や学
校、その他の施設にもお世話になりながら、工作や調理
体験など、楽しい活動を展開しています。

オリジナルの瓶キャンドルを手にうれしそうな子どもたち

大槌町の「3.11希望の灯
あか

り」の周りで話を聞く子どもたち
（この灯りは、阪神・淡路大震災で被災した方々を励ますために、全国から
種火が集められ点灯した「1.17希望の灯り」の火を分灯したもの）

まめっこ農園の前で笑顔の子どもたち
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保存版 妊婦や乳幼児がいるご家庭では、このカ
レンダーを１年間ご活用ください。
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号

至盛岡

至花巻

役場庁舎

紫波中央駅

至紫波インター

JAいわて中央本所

紫波第一中学校

紫波総合高校
中央公民館

オガールベース

オガールプラザ

岩手フットボール
センター

サン・ビレッジ
紫波

　平成２８年度母子保健事業の日程をお知ら
せします。また、毎月の日程は『紫波ネットお
しらせ版』に掲載します。相談ごとなどがある
ときには、お気軽に長寿健康課まで問い合わ
せください。

■受付時間		午後0時30分～2時	（開場:正午）　※対象者には個人通知しています。

◆問合せ　長寿健康課 健康推進室　☎672-2111

4集団健康診査
② 歯科健康診査

実施日 対象者

4月13日（水） 平成24年		9月～10月生

6月		8日（水） 平成24年11月～12月生

8月31日（水） 平成25年		1月～		2月生

10月12日（水） 平成25年		3月～		4月生

12月		7日（水） 平成25年		5月～		6月生

2月		8日（水） 平成25年		7月～		8月生

① 健康診査

実施日 対象者

5月11日（水） 平成26年		9月～10月生

7月		6日（水） 平成26年11月～12月生

9月14日（水） 平成27年		1月～		2月生

11月16日（水） 平成27年		3月～		4月生

1月11日（水） 平成27年		5月～		6月生

3月15日（水） 平成27年		7月～		8月生

■内　容	 計測、内科診察、歯科診察、フッ素塗布、歯科
相談、育児相談、栄養相談

■持ち物	 母子健康手帳、歯ブラシ、タオル、問診票

■内　容	 計測、尿検査、内科診察、歯科診察、フッ素塗
布、歯科相談、育児相談、栄養相談、目と耳の
検査(自宅で実施)

■持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、タオル、問診票、尿
(自宅で採尿)

■内　容	 計測、歯科診察、フッ素塗布、歯科相談、育児
相談、栄養相談

■持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、タオル、（フッ素塗
布希望者）500円

１歳６カ月児健康診査

３歳児健康診査

実施日 対象者

4月12日（火） 平成27年		2月～		3月生

6月		7日（火） 平成27年		4月～		5月生

8月		2日（火） 平成27年		6月～		7月生

10月11日（火） 平成27年		8月～		9月生

12月		6日（火） 平成27年10月～11月生

2月		7日（火） 平成27年12月～28年1月生

1歳児歯科健康診査

実施日 対象者

5月10日（火） 平成26年		3月～		4月生

7月		5日（火） 平成26年		5月～		6月生

9月		6日（火） 平成26年		7月～		8月生

11月		8日（火） 平成26年		9月～10月生

1月10日（火） 平成26年11月～12月生

3月		7日（火） 平成27年		1月～		2月生

2歳児歯科健康診査

実施日 対象者

5月17日（火） 平成25年		9月～10月生

7月12日（火） 平成25年11月～12月生

9月13日（火） 平成26年		1月～		2月生

11月15日（火） 平成26年		3月～		4月生

1月17日（火） 平成26年		5月～		6月生

3月14日（火） 平成26年		7月～		8月生

2歳６カ月児歯科健康診査

※会場では飲食を禁止して
います。必ず昼食と歯磨きを
終えてからご来場ください。

会
場
は
役
場
庁
舎
１
階

長
寿
健
康
課
で
す

12



平成２８年度すこやか
子育てカレンダー

② パパママ教室

個別接種
委託医療機関で受けましょう

■時間　午前9時15分～正午（受付は午前9時～）

妊娠したら、早めに長寿健康課で母子
健康手帳の交付を受けましょう。

種　類 対　象　年　齢

ヒブ 生後２カ月から60カ月に至るまで

小児用 
肺炎球菌 生後２カ月から60カ月に至るまで

四種混合 生後3カ月から90カ月に至るまで

BCG 1歳に至るまで

麻しん 
風しん 
混　合

第1期…生後12カ月から24カ月未満 
第2期…29年度小学校就学予定者

水　痘 生後12カ月から36カ月に至るまで

日本脳炎 生後36カ月から90カ月に至るまで

１コース ２コース（８組限定）

日程
4月16日（土）・6月18日（土）
8月20日（土）・10月1日（土）
1月21日（土）

5月14日（土）・7月9日（土）
9月3日（土）・11月5日（土）
2月4日（土）

内容

赤ちゃんを迎える生活の心
構え・妊婦ストレッチ・おっぱ
いの手入れ・赤ちゃんの抱き
方・パパの妊婦体験

妊娠中からの口
こうくう

腔衛生
沐
もくよく

浴実習

持ち物 母子健康手帳

●交付日　毎週金曜日（祝日は除く）午後1時～ 4時
●届出に必要なもの
 妊娠届出書、保険証、印鑑、銀行などの口座番号が分かるも
の、ご本人の個人番号（マイナンバー）が分かるもの

 ※交付日に都合がつかない人は、事前にご相談ください。

① 母子健康手帳の交付

1赤ちゃんができたら

2定期予防接種 予防接種の個別接種委託医
療機関や接種回数は「予防
接種予診票綴」または「Birth 
Book」をご覧ください。

3子育てを応援します
① ママのほっと広場

育児相談、計測、栄養コーナー、歯科相談など
があります。午前中には、ボランティアによる
絵本の読み聞かせが行われます。

開催日
  4月26日（火）   5月24日（火）   6月21日（火）

  7月26日（火）   8月23日（火）   9月27日（火）

10月25日（火） 11月29日（火） 12月20日（火）

  1月24日（火）   2月21日（火）

■受付時間　午前9時～11時、午後1時～3時
■持 ち 物　母子健康手帳、タオル、オムツ
　※受付時間内であれば自由に参加できます。
　歯科相談は、5・8・11・2月にあります。
　希望者は歯ブラシをご持参ください。

② 離乳食教室
ママのほっと広場と同日開催。
■時間  午後1時30分～3時(受付は午後1時～)
■対象者　おおむね7 ～ 8カ月児の保護者
　※対象者には個別通知しています。

③ BabyCome★４～５カ月広場
4 ～ 5カ月児の相談日です。
■受付時間 9時30分～ 45分　
※対象者には個人通知しています。

実　施　日 対　象　者
4月14日（木） 平成27年11月生
5月12日（木） 平成27年12月生
6月  2日（木） 平成28年  1月生
7月  7日（木） 平成28年  2月生
8月  4日（木） 平成28年  3月生
9月  8日（木） 平成28年  4月生

10月  6日（木） 平成28年  5月生
11月  2日（水） 平成28年  6月生
12月  1日（木） 平成28年  7月生
1月  5日（木） 平成28年  8月生
2月  2日（木） 平成28年  9月生
3月  2日（木） 平成28年10月生

開催日の2日前までに長寿健康課に申し込みください。要予約

対象年齢を過ぎると任意接種となり、有料になるものもあります。
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●発行  一般財団法人 紫波町体育協会 ☎676-2650  

E-mail:taikyou@gymna-shiwa.jp

体協だより
教室受講希望者は体育館窓口で会員登録が必要です。詳しくは窓口でご確認ください。

平成28年度｜前期スポーツ教室のご案内

会員登録料
（保険料込）

幼　児 児童生徒 一　般 65歳以上

500円 800円 1500円 1200円

◇注意事項　＊１人当たり１家族の申し込みを受け付けます。＊開講２日前
までに、５人以上の申し込みがない教室は開講しません。＊教室は初心者・
初級者を対象として基本を中心に指導します。＊祝日、夏・冬休み期間中は、
開講時間や日程を変更する場合があります。＊定員以上の希望があった場
合は抽選となります。

体育塾・ジュニア水泳教室４月８(金)〜１０（日）（午前９時〜午後８時）希望教室受付（申込手続きは4月12日午後1時から開始）
上記以外の教室４月１９日（火）午前９時から申込受付

受付
期間 教室名（開講場所） 開催期間・対象・定員 内      容 受講料

４
月
８
〜
10
日
希
望
受
付

体育塾キッズコース
（総合体育館ほか）

期間：5/9～7/4（5回）
隔週月曜、16：00～17：00
対象:5歳以上の園児　定員：15人

いろいろな運動を体験し、体を動かす楽
しさを感じましょう。 2000円

体育塾1年コース
（総合体育館ほか）

期間：5/10～9/20（10回）
隔週火曜、16:30～17:30
対象:小学1年生　定員：20人 楽しくいろいろな運動経験を積み、総合

的な運動能力の習得を目指します。

3500円

体育塾2年コース
（総合体育館ほか）

期間：5/10～9/20（10回）
隔週火曜日、17:30～18:30
対象:小学２年生　定員：20人

体育塾3・4年コース
（総合体育館ほか）

期間：5/12～9/15（１0回）
隔週木曜、17:30～18:30
対象：小学３～４年生　定員：20人

多様な運動動作を身につけることで運
動能力向上を目指します。

体育塾高学年コース
（総合体育館ほか）

期間：4/25～9/12（１0回）
隔週月曜、17:30～18:30
対象：小学４～６年生　定員：20人

運動能力向上を目的とした体づくりと
成功体験を積むプログラムです。

ジュニア水泳教室
低学年コース

（ラ・フランス温泉館）

期間：5/7～7/9（うち8回）
毎週土曜、18:00～18:50
対象：小学１～３年生
定員：40人

泳ぎ方の基本から指導するので泳げな
くても安心です。夏に向けて泳げるよう
になるチャンス。
＊プール利用料は個人負担。

2500円	

ジュニア水泳教室
高学年コース

（ラ・フランス温泉館）

期間：5/7～7/9（うち8回）
毎週土曜、19:00～19:50
対象：小学４～６年生
定員：40人

「水が怖い」「泳ぎに自信がない」という人
を対象に、泳ぎ方の基本から指導します。
夏に向けて泳げるようになるチャンス。
＊プール利用料は個人負担。
＊スキルアップの指導ではありません。

2500円	

４
月
19
日
か
ら
受
付

元気いきいき教室
（総合体育館ほか）

期間：6/1	～7/13（6回）
毎週水曜、9:30～11:30
対象：一般成人　定員：25人

ニュースポーツを通じて健康維持増進を
目指します。体と脳を使って、リフレッシュ
しましょう。(6/15日は休講になります)

2500円	

ヨーガ教室
（総合体育館）

期間：5/31～7/5（6回）
毎週火曜、19:00～20:30
対象：16歳以上の男女　定員：15人

ホームヨーガの基本を指導します。ま
た、産後の体型改善の効果が期待でき
る内容です。

2500円	

ナイターテニス教室
（運動公園テニスコート）

期間：5/18～6/22（6回）
毎週水曜、19:00～20:50
対象：16歳以上の男女　定員：30人

硬式テニスの基本を指導します。体を動
かし日常のストレス発散をします。貸し
ラケット（無料）あります。

2500円	

トレーニング教室
（総合体育館）

期間：5/11～5/25（３回）
毎週水曜、10:30～11:30
対象：16歳以上の男女　定員：10人

トレーニング室を利用する前に知ってお
きたい正しい知識、効率のよい運動方
法を一緒に覚えます。　

800円
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４
月
19
日
か
ら
受
付

キンダースポーツ教室
（総合体育館ほか）

期間：5/19～7/28		(6回）
毎月隔週木曜、10:00～11:30
対象：幼児（満２歳以上）と保護者
定員：20組

さまざまな遊びを通じて子どもの発達に
適した運動経験を親子でふれあいなが
ら思いきり体を動かします。

2000円

水中運動教室
（ラ・フランス温泉館）

期間：5/13～7/8（５回）
毎月第２・４金曜日、14:00～15:00
対象：一般成人　定員：20人

水の中でリラックスしながら運動をしま
す。水の特性を体感しながら体を動かし
ましょう。
＊プール利用料は個人負担

2000円

受付
期間 教室名〈開講場所〉 開催期間等 内      容 受講料

  体育協会では、幼児から高齢者まで幅広い世代がスポーツを｢観
み

る｣｢する｣｢支え
る｣の観点から携わることにより、スポーツの普及・振興を図ると共に町民の体力向
上や健康増進に寄与することを目的として、さまざまな事業を行っています。
　２７年度後期に行われた事業の一部を紹介します。

平成27年度
後期事業報告

　スポーツの基本である｢走る｣をテーマに、速く走るため
の走り方やコツを学ぶ教室です。運動会に向けて、練習し
ましょう。申し込みの上、ご参加ください。
◆開催日　４月17日(日)、24日(日)、29日(金・祝)  （全３回）
◆対象・定員・時間
　①小学１～３年生の男女４０人　午後２時～２時４５分
　②小学４～６年生の男女４０人　午後３時～４時
◆参加料　１５００円（保険料込み）
　※申し込み後の参加料の返金は不可

キッズスポーツ教室
｢速く走るコツ
〜目指せ運動会一等賞！〜｣

参加
募集

　自転車競技場を無料開放し、バンク
での走行体験や安全で正しい自転車の
乗り方を指導します。自転車とヘルメッ
トをご持参ください。また競技用自転車
やランニングバイク（幼児用足こぎ自転
車）の貸し出しもしています。休日です
ので、ぜひ皆さんでお出かけください。

◆開放日日程
４月３日、１７日、５月８、１５日、６月５日、１２日、７月３１日、８月１４日、
９月１１日、１０月３０日（いずれも日曜日・全１０回）

平成２８年度自転車競技場
開放日のお知らせ

参加
募集

申込・問合せ　(一財)紫波町体育協会　☎676-2650 

　昨年１１月２１日、紫波町体育協会創立６０周年記念事業として、記念
式典および記念講演、記念祝賀会を開きました。記念式典では、長年に
わたって町のスポーツや体育の振興・発展に貢献した人、また過去１０年
間に日本一となった方々を功労者・優秀選手として表彰しました。来賓・
関係者など約１２０人が出席する中、元陸上競技４００メートルハードル
の五輪選手で、世界陸上２大会連続銅メダルを獲得した為末大さんから

「ハードルを越える」をテーマに記念講演をしていただきました。

【功労表彰者・優秀選手表彰者の皆さん】（敬称略） 
｢功労表彰者｣ 高橋康祐、欠端學、細川正士、山上忠一（剣道協会）／
佐々木恵一（空手道協会）／小川京子、鷹木愉美子（ソフトボール協会）
／深澤剛（野球協会）
阿部寛（卓球協会）／及川和男（バドミントン協会）
｢優秀選手表彰者｣ 佐山建人、五十嵐結衣、千葉晴香（カヌー競技）／藤
根俊貴（自転車競技）／岩舘康太（銃剣道競技）

紫波町体育協会創立６０周年記念事業
が盛大に開催されました

　全８競技種目による地区対抗競技大会が、２月に
開催したバレーボール競技ですべて終了しました。
各競技で白熱した試合が展開され、地域の連帯感
や世代間交流が図られました。総合結果は次のと
おりで、３月１６日には総合表彰式を行います。

優　勝　　古館地区体育会
準優勝　　赤石地区体育会
第３位　　日詰地区体育会
競技種目　ゴルフ、テニス、野球、ソフトボール、
　　　　　グラウンドゴルフ、ゲートボール、卓球、
　　　　　バレーボール

地区対抗競技大会
終了報告

最終種目のバレーボール競技の様子
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健
や
か
ラ
ン
ド
紫
波 

健
康
と
福
祉
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

頭と体を使って、
認知症予防を始めよう！
～コグニサイズのすすめ～

【担　当】長寿健康課 健康推進室  ☎672-2111  内線1347

健康

　
「
認
知
症
」
は
、
単
な
る
物
忘
れ

と
は
違
い
、
脳
の
細
胞
が
う
ま
く

働
か
な
く
な
る
病
気
で
す
。
認
知

症
で
は
な
い
け
れ
ど
軽
度
の
認
知

機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
状
態
を

「
軽
度
認
知
障
害
」
と
い
い
、
こ

の
時
期
に
対
策
す
る
こ
と
で
認
知

症
の
発
症
を
抑
え
た
り
、
遅
ら
せ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
発
症
に
は
、
遺
伝
的

要
素
も
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
が
、
生
活
習
慣
な
ど
の
環
境
的

要
素
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
中
高
年
世
代
の
認

知
症
予
防
に
は
、
食
事
や
運
動
習

慣
に
気
を
付
け
る
な
ど
の
健
康
的

な
生
活
が
大
切
で
す
。
特
に
運
動

は
、
脳
の
神
経
を
成
長
さ
せ
る
こ

と
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
脳
を
使
い
な
が
ら
運
動
す
る

こ
と
で
神
経
細
胞
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」と
は
コ
グ
ニ

ク
シ
ョ
ン（
認
知
）と
エ
ク
サ
サ
イ

ズ（
運
動
）を
組
み
合
わ
せ
た
造

語
で
、国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
で
開
発
さ
れ
た
、脳
へ
の
刺
激

が
期
待
さ
れ
る
運
動
方
法
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
中
運
動
な

ど
の
有
酸
素
運
動
は
、体
へ
の
負
担

が
少
な
く
無
理
せ
ず
に
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

に
適
し
て
い
ま
す
。中
で
も
こ
れ
か

ら
運
動
を
始
め
る
人
に
は
、手
軽
に

で
き
、膝
や
腰
に
負
担
の
か
か
り
に

く
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
お
す
す
め

で
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
と
き
に
は
、

し
り
と
り
や
計
算（
例
：
１
０
０

か
ら
３
や
８
ず
つ
引
い
て
い
く
な

ど
）、川
柳
を
考
え
な
が
ら
歩
く

と
、脳
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。考
え
る
こ
と
に
集
中
し
す

ぎ
で
体
が
止
ま
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
注
意
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

認
知
症
予
防
に
は
健
康
的

な
生
活
が
重
要

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

＝
脳
を
刺
激
す
る
運
動

※これだけで認知症予防ができるわけではなく、日
頃から健康的な生活を心がけることが大切です。

実践のポイント

●事前にかかりつけ医に相談
いきなり始めず、必ず医師に相談します。

●体をほぐしてから始める
けがを防ぐためにもストレッチなどで体を温め
てから始めましょう。

●無理をしない
少しずつ体を慣らしていきましょう。体調が良く
ないときには休みます。

●水分補給を忘れずに
運動の途中で、小まめに水分補給をしましょう。

●痛みが生じたときは休息
我慢や無理はせず、痛いときは休息をとります。

●安全に歩くことを最優先に
夢中になり過ぎるのは危険。他の歩行者や障害
物にも注意し、安全第一で実践しましょう。

■ウォーキングの基本姿勢をおさえよう

あごを
引いて視線は
前方へ

腕は前後に
大きく振る

つま先で
地面を蹴り、
かかとから
着地

肩の力を
抜く

胸を張り、
背筋と膝を
のばす

歩幅は
普段より少し
大きく

いつもより少し心拍数が
上がって「ちょっときついな」と
感じるくらいに、歩く速さや
継続する時間を調節
しましょう。
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切干大根と
ベーコンの
和え物
長寿健康課 佐々木絵里子栄養士のレシピです

自
立
支
援
医
療

（
精
神
通
院
医
療
）

を
ご
存
じ
で
す
か
？

福祉と健康

すこやか
情報室

【担　当】福祉課 福祉推進室　☎672-2111  内線1222

1切干大根は水で戻してからざく切りにし、さっとゆでる。
2ベーコンは短冊切りにして、フライパンでカリカリに炒
め、脂を取り除く。
31と2を合わせ、酢としょうゆであえる。

ポイント●切干大根は食物繊維が豊富な食材です。煮物以外でもぜひお試しください。

　
精
神
疾
患
に
よ
っ
て
、
継
続
し
て
通
院
治
療
を

受
け
る
場
合
、
医
療
費
の
負
担
が
多
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医
療
）

の
制
度
は
、
そ
の
よ
う
な
方
々
の
医
療
費
の
軽
減

を
図
る
も
の
で
す
。

○
対
象
者
は
？

　
精
神
疾
患
に
よ
っ
て
、
通
院
に
よ
る
治
療
を
続

け
る
必
要
が
あ
る
人
が
対
象
で
す
。
全
て
の
精
神

疾
患
が
対
象
と
な
り
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま

れ
ま
す
。

・
統
合
失
調
症

・
う
つ
病
・
躁
う
つ
病
な
ど
の
気
分
障
害

・
不
安
障
害

・
薬
物
な
ど
の
精
神
作
用
物
質
に
よ
る
急
性
中
毒

ま
た
は
そ
の
依
存
症

・
知
的
障
害

・
発
達
障
害

・
て
ん
か
ん　
な
ど

○
医
療
費
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る

　
医
療
の
範
囲

　
精
神
疾
患
、
ま
た
は
そ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
生

じ
た
症
状
に
対
し
て
、
病
院
や
診
療
所
に
入
院
し

な
い
で
行
わ
れ
る
医
療
（
外
来
、
投
薬
、
デ
イ
ケ

ア
、
訪
問
看
護
）
が
対
象
で
す
。

※
次
の
よ
う
な
医
療
は
対
象
外

・
入
院
医
療
の
費
用

・
公
的
医
療
保
険
が
対
象
と
な
ら
な
い
治
療
、
投

薬
な
ど
の
費
用
（
例
：
病
院
や
診
療
所
以
外
で

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

・
精
神
疾
患
と
関
連
性
の
な
い
疾
患
の
医
療
費

○
医
療
費
は
自
己
負
担
１
割
に

　
公
的
医
療
保
険
で
３
割
の
医
療
費
を
負
担
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
、
１
割
に
軽
減
し
ま
す
。

（
例
：
か
か
っ
た
医
療
費
が
７
０
０
０
円
、
医
療

保
険
に
よ
る
自
己
負
担
が
２
１
０
０
円
の
場
合
、

本
制
度
に
よ
っ
て
自
己
負
担
は
７
０
０
円
と
な
り

ま
す
）

○
申
請
手
続
き

・
申
請
は
福
祉
課
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
、「
受
給
者
証
（
自
立

支
援
医
療
受
給
者
証
）」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

・
申
請
に
必
要
な
書
類
や
持
ち
物
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
福
祉
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

切干大根（乾） ………… 30ｇ
ベーコン …………………1枚

酢…………………… 大さじ1
しょうゆ …………… 大さじ１

材料（４人分）

からだよろこぶ

ヘルシーレシピ
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暮らしの 情 報

平
成
27
年
度

紫
波
町
発
掘
調
査
報
告
会

 

町
教
育
委
員
会
が
平
成
27
年
度
に
実
施
し

た
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
成
果
の
報
告
会
を

開
き
ま
す
。  

 

申
込
不
要

■
日
時　
３
月
16
日
（
水
）

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
会
場　
中
央
公
民
館 

２
階 

研
修
室

■
内
容　
南
日
詰
大
銀
Ⅱ
遺
跡
（
南
日
詰
字

小
路
口
地
内
）
発
掘
調
査
の
報
告
、
遺
物

展
示
・
説
明

■
問
合
せ　
生
涯
学
習
課

　
☎
（
６
７
２
）
２
１
１
１　
内
線
３
１
２
０

古
文
書
講
座
講
演
会

　

日
詰
公
民
館
が
主
催
す
る
古
文
書
講
座

で
、
講
演
会
が
開
か
れ
ま
す
。
講
座
受
講
者

以
外
の
人
も
聴
講
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
３
月
19
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
11
時
45
分

■
会
場　
中
央
公
民
館 

２
階 

研
修
室

■
内
容　
八
木
光
則
さ
ん
（
岩
手
大
学
平
泉

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）「
岩
手
の

石
碑
文
化
―
斯
波
の
中
世
板
碑
と
内
陸
・

三
陸
の
近
世
石
碑
―
」

■
申
込
・
問
合
せ　
当
日
ま
で
随
時
受
付
。

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
日
詰
公
民
館　
☎
（
６
７
１
）
１
６
４
２

夜
の
と
し
ょ
か
ん 

「
生
誕
１
３
０
年 

啄
木
と
紫
波
の
人
々
」

　

閉
館
後
の
図
書
館
で
行
わ
れ
る
参
加
型

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。今
回
は
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
の
お
二
人
が
、石
川
啄
木
と
紫
波

町
ゆ
か
り
の
野
村
胡
堂
や
俳
人
の
露
子・炎

天
、日
詰
地
区
に
あ
っ
た
劇
場「
白
梅
館
」創
設

者
の
平
井
直
衛
な
ど
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。 

参
加
無
料 

申
込
不
要

■
日
時　
３
月
23
日
（
水
）　
午
後
７
時
30
分

～
８
時
45
分
（
7
時
25
分
開
場
）

■
会
場　
紫
波
町
図
書
館 

一
般
フ
ロ
ア

■
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

　

森
義
真
さ
ん
（
石
川
啄
木
記
念
館
長
）、

山
田
武
秋
さ
ん
（
桜
出
版
代
表
）

■
定
員　
先
着
50
人
程
度

■
問
合
せ　
紫
波
町
図
書
館 

　
☎
（
６
７
１
）
３
７
４
６

「
第
五
次
紫
波
町
母
子
保
健
計
画
」（
案
）

へ
の
ご
意
見
を
募
集
中
で
す 

市
民
参
加 

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
子
ど
も
が
よ

り
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
は
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
へ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
た
切
れ

目
の
な
い
支
援
が
必
要
で
す
。

　
町
は
、
地
域
の
母
子
の
健
康
や
子
育
て
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
に
「
第
五
次
紫
波
町

母
子
保
健
計
画
（
案
）」
を
作
成
し
ま
す
。
こ

の
計
画
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間　
３
月
23
日
（
水
）
ま
で

■
閲
覧
場
所　
長
寿
健
康
課
、企
画
課
、地
区

公
民
館
、紫
波
町
図
書
館
、ゆ
い
っ
と
サ
ロ

ン
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、子
育
て
応
援
セ

ン
タ
ー「
し
わ
っ
せ
」、虹
の
保
育
園
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

■
意
見
提
出
方
法　
様
式
は
自
由
で
す
。
ご

意
見
、
住
所
、
名
前
を
明
記
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
・
問
合
せ　
長
寿
健
康
課 

健
康
推
進
室

　
☎
（
６
７
２
）
２
１
１
１

　
内
線
１
３
４
４
、１
３
４
６

　
ＦＡＸ

（
６
７
２
）
４
３
４
９

　
*shiw

a.info@
gm

ail.com

食
育
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

活
動
し
ま
せ
ん
か

　
食
育
と
は
、食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識

習
得
と
経
験
を
通
じ
て
、健
全
な
食
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
実
践
力
や
食
を
選
択
す

る
力
を
身
に
付
け
、生
き
る
力
を
育
む
こ
と
で

す
。町
は
、農
畜
産
物
の
生
産
や
食
文
化
な
ど

に
関
す
る
技
術
や
知
識
を
生
か
し
、学
校
や

地
域
で
の
食
育
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

「
食
育
パ
ー
ト
ナ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
要
件

・
町
内
に
在
住
し
て
い
る
人

・
食
育
活
動
に
関
わ
る
人
に
対
し
、個
人
情

報
を
公
表
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
人

募
　
　
集

催
　
　
し

紫波町役場の連絡先	 ☎672-2111　ＦＡＸ	672-2311
	 	 	 有線01-8900、8901、8931、8932

矢巾町大字又兵工新田5-67-1医療福祉多機能ビルケアセンター南昌（矢幅駅西口）
☎019-698-2015(代)  ☎019-698-3033(受付)

こずかた診療所
内科・リハビリテーション科
■診療時間平日　9:00～12:00/13:30～17:30
■受付時間平日　8:30～11:30/13:15～17:00
■休診　土曜・日曜・祝日

介護老人保健施設 博愛荘
■施設概要　在宅復帰に向けた支援を目的に、医学的管理のもとに看護・介護
及びリハビリテーション、その他日常生活のお世話をさせていただきます。
■利用対象者　65歳以上で介護保険の要介護1～5の認定を受けられた方。
※45歳以上の方は特定疾病の診断を受けなおかつ要介護1～5の方
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＼ i n f o r m a t i o n ／

■
主
な
活
動
内
容

　
学
校
や
地
域
で
の
農
業
体
験
・
調
理
体
験

の
指
導
や
食
育
事
業
へ
の
協
力
な
ど

■
登
録
期
間

　
登
録
日
か
ら
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

■
申
込
・
問
合
せ

　
農
林
課 

食
育
担
当

　
☎
（
６
７
２
）
２
１
１
１　
内
線
２
２
４
１

「
紫
波
町
芸
術
祭
」
に

出
演
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
町
は
、
芸
術
祭
へ
の
新
規
出
演
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
50
周
年
を
迎
え
る

記
念
の
芸
術
祭
で
、
皆
さ
ん
の
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
舞
台
部
門
〉

・
日
時　
９
月
11
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

・
会
場　
中
央
公
民
館 

集
会
室

・
対
象　
町
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体（
さ
ん

さ
、一
輪
車
、神
楽
、太
鼓
な
ど
も
大
歓
迎
）

・
申
込　
４
月
28
日（
木
）ま
で

〈
合
唱
合
奏
部
門
〉

・
日
時　
10
月
15
日（
土
）

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

・
会
場　
中
央
公
民
館 

集
会
室

・
対
象　
町
内
の
中
学
校・高
校
、町
内
で
活

動
し
て
い
る
合
唱・合
奏
団
体 （
コ
ー
ラ
ス・

ハ
ー
モ
ニ
カ・オ
カ
リ
ナ・弦
楽
器
な
ど
）

・
申
込　
５
月
31
日（
火
）ま
で

■
申
込
・
問
合
せ

　
中
央
公
民
館　
☎
（
６
７
２
）
３
３
７
２

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
を
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

　
現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証（
以
下
保
険
証
）の
有
効
期
限
は
、今
年
の
３

月
31
日（
木
）ま
で
で
す
。新
し
い
保
険
証
は
、

世
帯
主
あ
て
に
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
３
月
31
日（
木
）を
過
ぎ
て
も
保
険
証
が
届

か
な
い
場
合
は
、町
民
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
保
険
証
は
、住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
住
所
に
送
付
し
ま
す
。住
所
変
更
の
届

出
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
な
ど
は
、保
険
証
が

届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意

く
だ
さ
い
）

■
問
合
せ　
町
民
課 

保
険
年
金
室

　
☎
（
６
７
２
）
２
１
１
１　
内
線
１
２
６
３

「
振
り
込
め
詐
欺
」

出
前
講
座
の
ご
案
内

　
東
北
財
務
局
盛
岡
財
務
事
務
所
は
、金
融

犯
罪
の
未
然
防
止
の
た
め
の
出
前
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
手
口
や
対

策
に
つ
い
て
、地
域
や
各
種
団
体
の
会
合
に
出

向
い
て
説
明
し
ま
す
。費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん

の
で
、お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
東
北
財
務
局 

盛
岡
財
務
事
務
所 

理
財
課

　
☎
（
６
２
２
）
１
６
３
７

お
知
ら
せ

ご両親さまの相談受付中（秘密厳守）

紫波町の
みなさまへ結婚相談のプロが無料相談受けます

お気軽にお電話ください。　盛岡市大通3-7-6 山根ビル5F
019-652-0811TEL

FAX

アシスト・ユー・イワテ
（株）全国ブライダル連盟加盟（全国ネット）

(インターネットでのご紹介ではありません！）

アシスト・ユー・イワテは仲人業22年！
私共は、いつも相談される方の“願い”を心に置いて、
良いチャンスにめぐりあえるよう誠実にお手伝いして
おります。初婚・再婚・中高年の方々応援致します。他
府県におられるお子様のご縁もお世話しております。

シニア合コン
3月のイベント

日　時 ◆3月26日（土）
 17：30～20：00
場　所 ◆ 遠野物語
 盛岡市
 大通り3丁目
参加資格 ◆ 男女ともに
 65歳くらいまで
参加人数 ◆ 男女各5名

完全予約!
申し込みは左記へ

3/17木
より販売
開始！

2015年産

紫あ波せ
ワイン
お買い求めは県内酒販店・スーパー・百貨店にて

19 紫波ネット 2016年3月号

市民参加推進会議委員を募集します
◆市民参加条例とは
　「紫波町市民参加条例」は、「市民参加」に関する基本的な
事項を定め、町の皆さんが町政に参加する機会を保障し、皆
さんが主役の市民参加によるまちづくりを一層推進するこ
とを目的として制定されました。
　市民参加の手法は主に「市民会議」「意見公募」「意見交換
会」「審議会等」があります。このような参加の機会の情報は、

『紫波ネット』や町のホームページで随時お知らせしていき
ます。
◆市民参加推進会議とは
　「紫波町市民参加推進会議」は、市民参加の制度が機能的
に運用されているかを評価し、市民参加を定着させるため
の方策などを検討する組織です。
　町は、平成28年4月から平成30年3月までの期間、この
会議の委員を務めてくださる人を募集しています。
◆公募人数　15人以内（任期2年）
◆対象　町内に在住、在勤、在学している人
◆謝金　交通費程度
◆申込・問合せ　3月24日（木）までに、住所、氏名、電話番
号、他の審議会などの兼任の有無、志望動機を記入し、持参
または郵送、ファクシミリ、電子メールのいずれかで提出し
てください。
企画課 協働支援室　☎672-2111（内線2310）
* shiwa.info@gmail.com



ま ち の 話 題

　
町
は
２
月
19
日
か
ら
27
日
ま
で
、
国
際
交
流

海
外
派
遣
団
（
箱
崎
大た

い
き樹
団
長
・
紫
波
一
中
）

と
し
て
、
町
内
中
学
生
２
年
生
10
人
と
引
率
者

２
人
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
に
派
遣
し
ま
し

た
。
19
日
に
役
場
庁
舎
で
行
わ
れ
た
出
発
式
で

は
、
熊
谷
町
長
や
保
護
者
の
方
々
を
前
に
、
工

藤
夢ゆ

那な

さ
ん
（
紫
波
一
中
）
が
「
今
よ
り
も
英

会
話
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
紫
波
町
と
の

違
い
や
共
通
点
な
ど
を
た
く
さ
ん
学
び
、
現
地

の
方
々
に
紫
波
や
日
本
の
こ
と
を
色
々
と
伝
え

て
き
た
い
で
す
」
と
団
員
を
代
表
し
て
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　
現
地
に
到
着
し
た
団
員
の
生
徒
た
ち
は
、
町

の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
サ

ザ
ン
ダ
ウ
ン
ズ
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら

地
元
の
高
校
に
通
い
、
事
前
学
習
で
練
り
上
げ

た
「
日
本
の
部
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
す
る
な
ど
し
て
、
文

化
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

出発式で熊谷町長（左）に堂々と出発あいさつをする
工藤夢那さん（右）

視
野
を
広
げ
る
国
際
交
流

中
学
生
10
人
が
豪
州
へ

　
古
館
公
民
館
で
２
月
24
日
、
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

（
佐
藤
隆
子
代
表
）
が
、
ひ
な
ま
ん
じ
ゅ
う
と
き
り
せ
ん
し
ょ
作
り
講
座

を
開
き
ま
し
た
。
町
の
食
育
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
地
場
食
材
を
使
っ
た
郷
土
食
を
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に
広
め
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
お
手
伝
い
方
法
も
覚
え
て
も
ら

お
う
と
企
画
。
講
師
は
、県
が
認
定
す
る
「
食
の
匠
」細
川
玲
子
さ
ん
（
長

岡
）
が
務
め
ま
し
た
。
参
加
し
た
11
組
の
親
子
は
、
米
粉
を
お
湯
で
練
っ

た
生
地
で
餡
を
包
み
、
ス
プ
ー
ン
や
木
型
を
使
う
な
ど
し
て
成
形
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
。
二
人
の
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
た
西
村
倫
子
さ
ん（
古
館
）

は
「
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
簡
単
に
で
き
、
子
ど
も
も
一
緒
に
楽
し
ん
で

作
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
」と
話
し
、長
女
の
茉ま

お桜
ち
ゃ
ん（
３
歳
）も「
お

も
ち
を
の
ば
す
の
が
気
持
ち
よ
く
て
楽
し
か
っ
た
。
お
い
し
か
っ
た
し
、
お

な
か
も
い
っ
ぱ
い
」
と
満
面
の
笑
顔
で
し
た
。

ママと一緒にひなまんじゅう作りに挑戦♪

花の形に彫られた木型に生地を押し当てる親子

　
日
詰
商
店
街
内
に
あ
る
鈴
の
音
サ
ロ
ン
で
２
月
21
日
、
第
１
回
ま
ち
か
ど

カ
フ
ェ
が
開
か
れ
ま
し
た
。
町
内
各
地
区
に
あ
る
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学

び
、
今
後
の
活
用
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、（
一
社
）
紫
波
町
観
光
交
流

協
会
が
企
画
し
た
も
の
。
今
回
は
、
同
月
９
日
に
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
ば
か
り
の
平
井
家
住
宅
に
つ
い
て
、
町
生
涯
学
習
課
の
岩
舘
岳
主

事
が
講
演
。
重
要
文
化
財
の
意
義
や
平
井
家
住
宅
の
特
徴
、
平
井
家
の
歴
史

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
「
平
井
家
住
宅
に
は
、
時
代
背
景
を
表
す
建
造
物
と

し
て
の
価
値
に
加
え
、
紫
波
の
地
域
性
や
歴
史
を
物
語
る
無
形
の
価
値
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
街
中
に
あ
る
重
要
文
化
財
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
生
か
し

な
が
ら
、
管
理
や
活
用
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
」
と
述
べ
、
地
元

の
日
詰
地
区
か
ら
参
加
し
た
鈴
木
千
佳
子
さ
ん
と
佐
々
木
由
美
さ
ん
は
「
当

時
は
家
相
を
見
る
人
が
い
て
、
験げ

ん

を
担
ぐ
た
め
に
未
完
成
な
部
分
を
残
し
た

と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り
、
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
」「
こ
れ
か
ら
の

保
存
や
活
用
に
つ
い
て
、
地
元
と
し
て
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
で
す
し
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
理
解
を
深

め
た
様
子
で
し
た
。
ま
ち
か
ど
カ
フ
ェ
は
今
後
、
町
内
各
地
区
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

重文「平井家住宅」を学ぶ
まちかどカフェ開催

あらためて語られる地元の名所の魅力に、
じっくり聞き入る参加者の皆さん
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藤
原
さ
よ
さ
ん（
北
日
詰
）

　
穏
や
か
な
表
情
で
優
し
く
町
長
に
座
布
団
を
勧
め

た
藤
原
さ
よ
さ
ん
。
縫
い
物
が
得
意
で
、
目
も
よ
く

見
え
新
聞
も
読
め
ま
す
。
何
で
も
食
べ
ま
す
が
、
中

で
も
お
肉
と
餅
が
大
好
き
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
友

達
と
の
お
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
こ
の
数
年
は
病
気

も
せ
ず
に
い
る
そ
う
。
お
金
や
薬
の
管
理
も
ご
自
分

で
で
き
、
た
く
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
に
お
年
玉
を
配
る

こ
と
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
ご
長
寿
は
藤
原

さ
よ
さ
ん
を
含
め
て
13
人
で
す
。

2/5

100歳
おめでとう

　
情
報
交
流
館
で
２
月
20
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
オ
ガ
ー
ル
・
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
か
れ
ま
し
た
。
町
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
音
楽
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
同
館
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
４

回
目
。
町
出
身
者
や
県
に
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
14

組
が
出
演
し
、
個
性
あ
ふ
れ
る
音
色
を
会
場
い
っ
ぱ
い

に
響
か
せ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
ト
リ
を
務
め
た
津
軽

三
味
線
奏
者
の
藤
原
翼
さ
ん
は
「
地
元
と
い
う
こ
と
で

少
し
緊
張
も
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
人
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
に
こ
や
か

に
語
り
、
県
外
か
ら
訪
れ
た
と
い
う
ご
夫
妻
は
「
た
ま

た
ま
立
ち
寄
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
に
近
い
距
離
で

音
楽
に
触
れ
ら
れ
る
場
所
や
機
会
が
あ
る
の
は
と
て
も

良
い
こ
と
で
す
ね
。
ぜ
ひ
大
事
に
続
け
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
関
心
し
た
様
子
で
し
た
。

生
演
奏
の
豊
か
な
音
楽
に

触
れ
た
ア
コ
フ
ェ
ス

　
ア
イ
ー
ナ
（
盛
岡
市
）
で
１
月
30
日
に
開
か
れ

た
「
い
わ
て
水
と
緑
の
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、

平
成
27
年
度
岩
手
県
環
境
保
全
活
動
知
事
表
彰

が
行
わ
れ
、
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
紫
波
（
佐
藤
喜

一
会
長
）
が
環
境
保
全
の
部
で
県
知
事
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。
同
団
体
は
、
町
が
主
催
す
る

環
境
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
の
修
了
生
有
志
が

中
心
と
な
っ
て
平
成
18
年
６
月
に
結
成
し
、
現
在

の
会
員
は
79
人
。
主
に
町
内
河
川
な
ど
で
水
生

生
物
調
査
や
水
質
調
査
の
実
施
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
赤
沢
川
や
城
山
公
園
で
開
い
て
い
る
自
然

観
察
会
は
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
催
し
で
す
。

　
佐
藤
会
長
は
「
受
賞
は
10
年
間
の
活
動
が
評

価
さ
れ
た
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
環
境
保
全

は
、
水
環
境
と
里
山
環
境
の
両
輪
で
成
り
立
つ

も
の
。
今
後
も
自
然
観
察
会
な
ど
を
と
お
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
生
物
や
植
物
が
生
き
ら

れ
る
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、

町
の
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
活
動
の
継

続
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

環境マイスター紫波が
県知事表彰を受賞

熊谷町長のもとを報告に訪れた佐藤喜一会長（中央）と
阿部精次事務局長（左）（２月３日）

　
オ
ガ
ー
ル
地
区
に
２
月
11
、
12
の
両
日
、
キ
ル

ギ
ス
共
和
国
の
政
府
機
関
と
首
都
ビ
シ
ュ
ケ
ク
市

か
ら
の
視
察
団
が
訪
れ
、
公
民
連
携
事
業
に
つ
い

て
研
修
し
ま
し
た
。
一
行
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（（
独
）国

際
協
力
機
構
）が
主
催
す
る
「
２
０
１
５
年
度
Ｐ

Ｐ
Ｐ
案
件
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
能
力
向
上
」
の

研
修
の
一
環
で
「
紫
波
町
の
よ
う
な
小
規
模
の
自

治
体
で
の
実
践
は
キ
ル
ギ
ス
国
内
で
も
参
考
に
な

る
」
と
期
待
し
て
来
町
。
町
の
職
員
か
ら
は
民
間

と
の
連
携
に
つ
い
て
、
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
㈱
代
表

取
締
役
の
岡
崎
正
信
さ
ん
か
ら
は
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
手
法
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
ま
し
た
。
同
国
財
務
省
予
算
部
長
の
ア
マ
ン
ゲ

ル
デ
ィ
ー
エ
フ
さ
ん
は
「
国
内
で
の
公
民
連
携
事

業
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
実
際
の
事
例
を
聞
く
こ

と
が
で
き
大
変
有
益
で
し
た
」
と
研
修
に
手
応
え

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

一行は、熊谷町長を表敬訪問し、役場庁舎も見学しました

キルギス共和国が
オガールを視察

約６時間30分にわたって、リレー形式でつながれたステージ
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日詰店新システム導入につき

リニューアル
オープン

紫波町小屋敷字新在家90番地

☎019-673-8555
ラ・フランス温泉館URL  http://www.lafrance.co.jp/検 索ラ・フランス温泉館

ハダカのおつきあいで一家だんらん。

FAX 019-673-8556

このたびラ・フランス温泉館では、マイナンバー制度の導入
に伴い平成28年3月31日をもちまして『紫波町の住基
カードの提示で受けられる入湯料割引サービス』を終了さ
せていただくことになりましたので、ご案内申し上げます。

お宮参り、百日祝、
お誕生日、七五三etc
撮影衣装多数入荷
撮影後写真選びも簡単
安心の価格システム
ご予約はぜひ
中谷地写真館へ

お問い
合わせ

ラ・フランス温泉館営業のご案内
営業時間

平　　日 10：00～21：00
土・日・祝   9：00～22：00
休館日

2月17日（第3水曜日）
レストラン
営業時間　11：30～20：30           （ラストオーダー）

(株)マイタコーポレーション
紫波郡矢巾町煙山17-78-1 ☎019（697）3939・FAX019（697）7028

（古物商：第211030000835号）

ご不要になった各種車輌を
買取します！トラック

建設機械
農業機械

現金買取
遺産相続車輌の買取
車検切れの車・置きっ放しの車・事故車・故障車もOK

岩手県紫波郡紫波町桜町字上野沢278 
☎676-7676 FAX676-4404

中央葬祭センター「シンセラホール紫波」

中央葬祭センター
シンセラホール紫波

念珠・花びんを
特別価格で販売
念珠・花びんを
特別価格で販売

3月17日~3月23日まで
 午前8時～午後5時 ※写真は

イメージです

※一部商品を除く

オガール通信 ■問合せ　企画課 公民連携室
　　　　　☎672-2111（内線2291）

日詰地区で始まる新たなまちづくり～「日詰リノベーションまちづくり構想（案）」ができました～
　町は現在、歴史ある日詰地区で「リノベーションまちづくり」を進めています。リノベーションまちづくりとは、今あ
る空き家や空き店舗などを生かしながら、新しい使い方をして、まちを変えていくまちづくりの手法です。
　日詰リノベーションまちづくり検討委員会は、町のほか、日詰の不動産所有者などで構成され、昨年5月から『日詰
リノベーションまちづくり構想（案）』の策定に取り組んできました。構想（案）には「紫波の資源を生かして、こんな
まちにしたい」という思いがまとめられており、日詰まちなか再生ビジョンとして

「健康で幸せに暮らし続けられるまち」を目指すことが盛り込まれてい
ます。この構想（案）は、新しい事業の可能性や地域の意向を取り込み
ながら、今後も継続的に見直し磨き上げていきます。
　また、構想（案）で目指すまちの姿をより分かりやすくするために、「ヨ
リーとモモ 日詰のものがたり」という絵本にしました。この絵本は、図
書館にも配架していますので、ぜひ手にとってご覧ください。
　リノベーションまちづくりに興味のある人は、企画課まで問い合わせく
ださい。

22



　
５
年
前
の
３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
。
私
は
県
議

会
の
特
別
委
員
会
室
に
い
た
。
当
日
は
予
算
特
別
委
員

会
の
最
終
日
で
、
通
告
を
し
て
い
た
県
土
木
整
備
部
へ

の
質
問
も
午
後
一
番
に
終
わ
り
、
少
々
気
持
ち
が
緩
ん

で
い
た
と
き
で
あ
る
。
部
屋
に
突
然
耳
慣
れ
な
い
音
が

響
い
た
直
後
、
あ
の
激
震
が
来
た
。
誰
か
の
携
帯
の
地

震
ア
ラ
ー
ム
の
音
だ
っ
た
。本
当
に
長
く
感
じ
ら
れ
た
。

　
議
会
棟
の
天
井
か
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
片
が
パ

ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
き
た
。
部
長
以
下
職
員
も
議
員
も
言

葉
も
無
い
ま
ま
天
井
を
見
つ
め
て
長
い
時
を
耐
え
て
い

た
が
、
揺
れ
が
止
ん
だ
と
同
時
に
委
員
長
が
暫
時
休
憩

を
発
す
る
と
、
一
斉
に
職
員
は
委
員
会
室
を
飛
び
出
し

て
い
っ
た
。

　
私
の
隣
に
座
っ
て
い
た
沿
岸
部
の
議
員
が
う
め
く
よ

う
に
「
大
津
波
だ
」
と
言
葉
を
出
し
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
委
員
会
は
後
日
再
開
と
い
う
こ
と
で
散
会
と
な
っ

た
が
、
内
陸
育
ち
の
私
は
、
一
瞬
家
屋
倒
壊
は
脳
裏

を
か
す
め
た
も
の
の
、
津
波
は
す
ぐ
に
は
連
想
で
き
な

か
っ
た
。

　
こ
の
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
か
ら
、
物
の
見
方

が
変
わ
っ
て
き
た
。
東
京
湾
を
モ
ノ
レ
ー
ル
の
上
か
ら

見
て
い
る
と
「
20
ｍ
ぐ
ら
い
の
津
波
が
来
る
と
ビ
ル
の

あ
の
辺
ま
で
浸
水
す
る
か
な
」
と
考
え
た
り
、
地
下
街

を
歩
い
て
い
る
と
き
に
大
地
震
を
想
像
し
て
か
な
り
の

不
安
に
駆
ら
れ
た
り
も
す
る
。

　

人
間
は
利
便
性
を
求
め
な
が
ら
巨
大
な
都
市
空
間

を
造
り
上
げ
て
き
た
が
、
反
面
、
想
像
を
絶
す
る
よ

う
な
大
災
害
の
元
も
つ
く
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
中
で
生
き
て
い

く
覚
悟
も
必
要
だ
。

熊
　
谷
　
　
泉

町 長 か ら の メ ッ セ ー ジ

英会話レッスン1か月分＋3月末までにご
入会いただくと、さらに 3レッスン無料！

盛岡南校10周年記念キャンペーン実施中！

特典2

特典1

特典3 教材費1か月分無料！教材費1か月分無料！教材費1か月分無料！

2016年5月31日（火）まで2016年5月31日（火）まで

入会金無料 （16200円）

英会話

●優秀なネイティブ講師による英会話 ●日本人講師による英文法レッスン
●無駄の無い月謝制　●振替レッスンOK　●英検・英検Ｊｒ．認定校

プリンスの
ここが安心

詳しい内容、
お得なクーポン
はこちらから→

古館駅

●中島歯科

至花巻 ４号線

●ローソン
加藤医院
　●

たもり
●文

相心館 ゆう美容室

E-mail yu@posh.jp OPEN 8:45 CLOSE 18:30 ●

ゼ
ビ
オ
ス
ポ
ー
ツ

有限会社 佐藤時計店 紫波町日詰字郡山駅209(日詰商店街･バス停前)
☎676-2838

銭形平次のふるさと紫波町のメガネ店

www.meakashi.com眼鏡屋 目明かし堂眼鏡屋 目明かし堂
目明かし堂 検 索

さ
く
ら
咲
け

華
開
け

貴
方
の
季
節
到
来

大
切
な
日
を

素
敵
な
時
間
に
す
る
為
に

私
達
に
お
任
せ
く
だ
さ
い

http://www7b.biglobe.ne.jp/~aisinkan_yu/

〒028-3303 紫波郡紫波町高水寺古屋敷６-31
TEL019-676-5825 

[定休日] 3月14日・20日・21日・28日
 4月4日・11日・17日・18日・25日

●当店には認定眼鏡士が
在籍しております。

●認定眼鏡士はメガネ関連
唯一の認定資格です。

各眼科処方箋承ります

メガネは認定眼鏡士の店で
お作りください！

メガネは認定眼鏡士の店で
お作りください！

メール会員になると、もっとお得な情報がゲットできます。携帯・
スマホからアクセス！「ＱＲ画面」表示してください。

相心舘

美容室ゆう
相心舘

美容室ゆう

〒028-3305 紫波町日詰字丸盛222-1（ソフトバンク紫波さん 隣り）

☎019-671-2161 プラス不動産サービス 検索

空き家 対策
頼れる相談相手がいない
どうしたら良いのかわからない

岩手県知事免許（１）第２４４０号・（公社）全日本不動産協会会員

（株）プラス不動産サービス
不動産の
ことなら

お気軽に
ご相談
ください

紫波中央不動産から（株）プラス不動産サービスに社名が変わりました

お試し体験
実施中！！
お試し体験
実施中！！

紫波エリア担当

レイス治療院グループ
盛岡となん整骨院
盛岡市三本柳10地割17-53
TEL.フリーダイヤル
　0120-213-222

マッサージのプロフェッショナルを目指すマッサージ師さん募集！
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皆
さ
ん
は
「
チ
ョ
ウ
ノ
ス
ケ
ソ
ウ
」
と
い
う
花
を
ご

存
じ
で
す
か
。
高
山
植
物
の
一
種
で
、
国
内
で
も
南
ア

ル
プ
ス
や
八
ヶ
岳
、
北
海
道
な
ど
生
息
地
が
限
ら
れ
て

い
る
バ
ラ
科
の
低
木
植
物
で
す
。
こ
の
名
前
の
由
来
と

な
っ
て
い
る
の
が
、町
の
名
誉
町
民
、須
川
長
之
助
で
す
。

　
長
之
助
は
天
保
13
年
（
１
８
４
２
）、
水
分
の
下
松
本

（
当
時
の
下
松
本
村
）
に
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
10
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
奉
公
に
出
る
よ
う
に

な
っ
た
長
之
助
は
、
19
歳
の
と
き
に
函
館
に
渡
り
、
職

を
転
々
と
し
た
後
、
15
歳
年
上
の
ロ
シ
ア
人
植
物
学
者

マ
キ
シ
モ
ビ
ッ
チ
の
家
の
風
呂
番
兼
掃
除
夫
と
な
り
ま

す
。
正
直
者
で
努
力
家
の
性
格
か
ら
徐
々
に
信
頼
を
得

て
い
っ
た
長
之
助
は
、
マ
キ
シ
モ
ビ
ッ
チ
か
ら
植
物
採

集
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
、
助
手
と
し
て
長
崎
や
横
浜

な
ど
の
採
集
旅
行
に
も
同
行
。
約
３
年
間
を
共
に
過
ご

し
た
後
、
マ
キ
シ
モ
ビ
ッ
チ
は
帰
国
し
ま
す
が
、
そ
れ

以
降
も
師
弟
関
係
は
続
き
、
長
之
助
は
依
頼
が
あ
る
た

び
に
国
内
各
地
の
採
集
に
出
か
け
ま
し
た
。
時
に
は
命

が
け
の
調
査
と
な
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
労
苦
を
た
た

え
た
マ
キ
シ
モ
ビ
ッ
チ
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
研
究

者
に
よ
り
、12
種
類
も
の
新
種
植
物
の
学
名
に
は
「
チ
ョ

ウ
ノ
ス
キ
ー
」
と
し
て
名
が
献
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
キ
シ
モ
ビ
ッ
チ
の
死
後
、
長
之
助
は
農
業
の
傍
ら
、

地
元
の
講
師
と
し
て
学
校
の
先
生
や
児
童
た
ち
と
何
度

も
東
根
山
に
登
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
長
之
助
の

偉
業
を
た
た
え
る
た
め
、
有
志
の
方
々
に
よ
っ
て
志
和

稲
荷
神
社
の
社
頭
に
は
「
寿
碑
」
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
長
之
助
が
名
誉
町
民
と
な
っ
た
昭
和
53
年
（
１
９
７
８

年
）
に
顕
彰
会
を
立
ち
上
げ
た
泉
舘
重
雄
会
長
（
水
分・

88
歳
）
は
「
長
之
助
さ
ん
の
人
柄
や
偉
大
な
業
績
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま

す
。
東
根
山
に
は
チ
ョ
ウ
ノ
ス
キ
ー
の
学
名
が
付
く
ホ
ソ
バ

ハ
ナ
ヒ
リ
ノ
キ
の
木
が
自
生
し
て
い
ま
す
し
、
暖
か
く
な

る
と
城
山
公
園
の
顕
彰
碑
の
周
り
に
植
え
た
植
物
た
ち

も
、
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
よ
」
と

語
り
ま
す
。

　

近
づ
き
つ
つ
あ
る
春
、
皆
さ
ん
も
先
人
ゆ
か
り
の
植
物

を
見
つ
け
に
、
地
元
の
山
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
参
考
資
料
】 

『
広
報
紫
波
』昭
和
61
年
８
月
号
～
昭
和
62
年
8
月
号 

 

掲
載
の「
名
誉
町
民 

須
川
長
之
助
翁
物
語
」な
ど

古館駅

紫波中央駅

水分小

県道
285号

県道13号

紫波I.C.

県道46号

東
北
自
動
車
道

国道
456号

須川長之助翁寿碑
（志和稲荷神社）

顕彰碑と
６種の献名植物
（城山公園）

国道
4号

東根山
水分公民館

ラ・フランス
温泉館

東
北
本
線紫波高

普段の何気ない風景の中で、町の歴史を物語っている近代史跡を訪ねるコー
ナーです。皆さんの身近な地域にも、今まで知らなかった町のストーリーが
ひっそりと眠っているかも!?

長之助の長寿と功績をたたえて志和稲荷神社の社頭に建てられた「寿碑」。長之助が亡くなって２カ月後の大
正１４年（１９２５）4月に除幕された。もともとは参道にあったが、参詣者の目にとまるようにと現在は駐車場に
面した位置に移設されている。（写真中央は須川長之助顕彰会の泉舘重雄会長、右は坂本好司副会長）

植
物
採
集
家
・
須
川
長
之
助
翁「
寿
碑
」

自 転 車 競 技
2016年
10月5日～9日

2016年
10月22日～24日

ゲートボール競技

葉の形に特徴があり可愛らしい花を咲かせる
高山植物「チョウノスケソウ」

城山公園に昭和６３年（１９８８）に建てられた顕彰碑
の周辺には、ゆかりの植物６種が植えられている

町制施行60周年記念
シリーズ行ってみよう

まちかど
タイムスリップ

水分公民館内に展示されているゆかりの品々


